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地
域
社
会
の
経
済
発
展
月
間
／ 

米
山
月
間 

令
和
３
年
10
月
18
日
（
月
） 

名
古
屋
中
・
大
須
・
栄
Ｒ
Ｃ
合
同 

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

     

会
員
51
名 

出
席
計
算
数 51

名
中
51
名
出
席 

出
席
率
１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
幹
事
紹
介 

★
３
Ｒ
Ｃ
会
長
・
副
会
長
・
幹
事
紹
介 

★
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
 
（
敬
称
略
） 

「
君
が
代
」「
奉
仕
の
理
想
」
伴
奏
の
み 

                

 
 

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー 

 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

占
部 

憲
一  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

沓
名
俊
裕
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
。

前
田
さ
ん
、尾
上
さ
ん
、大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
楽
し
い
旅
が
で
き
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 

春
日
井
和
良 

沓
名
俊
裕
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
。 

近
藤 

明
美
・
浅
野 

 

彰 

吉
田 

憲
一
・
堀
江 

英
弥 

佐
々
木 

功
・
川
島 

勇
基 

久
し
ぶ
り
の
合
同
例
会
、
皆
さ
ん
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

吉
田 

隆
彦 

近
藤
宏
一
郎
・
加
藤
已
千
彦 

鬼
頭 

茂
成
・
田
崎 

雅
三 

尾
上
さ
ん
、前
田
さ
ん
、佐
渡
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

髙
木 

政
義 

  
点
鐘
（
開
会
）
及
び
開
会
挨
拶 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
会
長 

 
 

 
 

春
日
井
和
良 

沓
名
俊
裕
ガ
バ
ナ
ー
、
細
井
英
治
地

区
幹
事
、
本
間
育
子
地
区
事
務
長
、
歓

迎
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
改
め
ま

し
て
３
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
を
始
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

       

 

ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
幹
事
紹
介
（
敬
称
略
）

               

ガ
バ
ナ
ー 

 

沓
名 

俊
裕 

地
区
幹
事 

 

細
井 

英
治 

地
区
事
務
長 

本
間 

育
子 

  

３
Ｒ
Ｃ
会
長
・ 

 
 

副
会
長
・
幹
事
紹
介
（
敬
称
略
）

 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

松
原 

秀
樹 

副
会
長 

川
島 

悦
雄 

幹 

事 

相
羽 

康
人 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

春
日
井
和
良 

（
欠
席
）
副
会
長 

藤
田 

 

澈 

幹 

事 

近
藤 

明
美 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

羽
田
野
道
明 

副
会
長 

岩
井 

文
男 

幹 

事 

梅
村 

 

成 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
）

 
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
会
長 

松
原 

秀
樹 

 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
名
古
屋
中
Ｒ

Ｃ
会
長
の
松
原
秀
樹
で
ご
ざ
い
ま
す
。

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
、
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
の

会
長
始
め
、
諸
先
輩
方
が
お
見
え
に
な

る
中
、
恒
例
に
よ
り
私
が
ご
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

本
日
は
本
年
度
の
重
要
行
事
で
も
あ

り
ま
す
、
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
で
す
。

沓
名
ガ
バ
ナ
ー
そ
し
て
細
井
地
区
幹
事
、

ま
た
本
間
地
区
事
務
長
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
３
Ｒ
Ｃ
の

合
同
例
会
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
て
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

沓
名
ガ
バ
ナ
ー
は
安
城
Ｒ
Ｃ
に
所
属

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
愛
知
県
を
地
盤
に

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
運

営
、
株
式
会
社
東
祥
の
代
表
取
締
役
会

長
と
し
て
ご
活
躍
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、

安
城
Ｒ
Ｃ
の
会
長
、
そ
の
他
地
区
に
お

い
て
も
ご
活
躍
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
日
は
こ
の
例
会
に
先
立
ち
ま

し
た
、
３
Ｒ
Ｃ
会
長
・
幹
事
に
よ
る
事

前
の
懇
談
会
で
は
、
大
変
貴
重
な
ご
意

見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
ク

ラ
ブ
の
運
営
に
活
か
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

本
年
度
、
Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
方

針
は「
チ
ェ
ン
ジ
ロ
ー
タ
リ
ー 

新
時
代

へ
の
成
長
に
！
～
コ
ロ
ナ
ゼ
ロ
・
カ
ー

ボ
ン
ゼ
ロ
支
援
～
」
で
す
。
ま
た
、
ク
ラ

ブ
の
発
展
な
く
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
発

展
な
し
と
説
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ロ

ー
タ
リ
ー
は
奉
仕
す
る
団
体
で
は
な
く
、

奉
仕
す
る
人
の
集
ま
り
で
あ
る
、
と
い

う
思
想
を
こ
こ
に
お
ら
れ
る
約
１
７
０
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名
全
員
で
共
有
化
し
、
Ｒ
Ｉ
第
２
７
６

０
地
区
行
動
方
針
で
も
あ
る
「
ロ
ー
タ

リ
ー
奉
仕
デ
ー
」に
積
極
的
に
参
加
し
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
公
共
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

と
認
知
度
の
向
上
に
務
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
後
沓
名
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、
本
年

度
Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
及
び
地
区
方
針
に
つ
い

て
お
話
を
頂
戴
し
、
３
Ｒ
Ｃ
共
今
後
の

活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

幹
事
報
告 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

相
羽 

康
人 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

近
藤 

明
美 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

梅
村 

 

成 

  

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

 
 

（
敬
称
略
） 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区 

ガ
バ
ナ
ー 

沓
名 

俊
裕 

 

現
在
、
漸
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
か
な
り
疲
弊
し
て
し
ま
っ
た
事
業

主
、
企
業
、
医
療
従
事
者
へ
の
支
援
を

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
問
題
に
つ
い

て
も
、
産
業
を
進
め
な
が
ら
２
０
５
０

年
ま
で
に
半
分
強
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

を
す
る
に
は
一
体
ど
う
い
う
や
り
方
が

あ
る
の
か
模
索
が
必
要
と
考
え
て
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
地
区
方
針
を
「
チ
ェ
ン
ジ

ロ
ー
タ
リ
ー 

新
時
代
へ
の
成
長
に
！

〜
コ
ロ
ナ
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
支
援

〜
」「
人
類
の
危
機
を
救
う
ロ
ー
タ
リ
ー

に
な
ろ
う
！
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
84

ク
ラ
ブ
が
力
を
合
わ
せ
て
、
も
っ
と
も

っ
と
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
行
動
方
針
に
つ
い
て

で
す
が
、
１
番
目
に
、「
ク
ラ
ブ
の
発
展

な
く
し
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
発
展
な
し
」

と
い
う
行
動
方
針
の
も
と
、
Ｒ
Ｃ
が
今

よ
り
も
地
域
貢
献
度
の
高
い
、
よ
り
元

気
な
ク
ラ
ブ
に
な
る
た
め
、
一
生
懸
命

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。 

２
番
目
に
、「
チ
ェ
ン
ジ
ロ
ー
タ
リ
ー
」

で
す
。
今
ま
で
の
や
り
方
に
多
様
性
を

プ
ラ
ス
し
ま
す
。
内
向
き
か
ら
外
向
き

の
奉
仕
活
動
へ
チ
ェ
ン
ジ
し
、
良
い
活

動
を
世
界
へ
発
信
し
、
公
共
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。 

                 

３
番
目
に
、
会
員
の
基
盤
を
広
げ
る

と
い
う
も
の
で
す
。特
に
、女
性
や
若
い

人
な
ど
、
ま
だ
声
の
か
か
っ
て
な
い
方

は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、

高
齢
会
員
・
３
年
未
満
の
新
会
員
の
退

会
防
止
も
必
要
で
す
。 

４
番
目
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー

に
つ
い
て
で
す
。
特
に
来
年
は 

Ｗ
Ｆ
Ｆ

を
「
コ
ロ
ナ
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
・
ポ

リ
オ
ゼ
ロ
支
援
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
し

ま
す
。
そ
の
他
に
も
26
ク
ラ
ブ
合
同
で

行
う
「
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
植
樹
」
や
、
イ
ン

タ
ー
シ
テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
２
ク
ラ

ブ
以
上
で
の
合
同
事
業
な
ど
、
今
後
も

様
々
な
活
動
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。 

５
番
目
に
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て

の
誇
り
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
重
点
項
目
の
７
項
目
を
も

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
世
界
で
奉

仕
活
動
し
て
い
る
一
員
な
の
で
す
。
ロ

ー
タ
リ
ー
財
団
の
補
助
金
等
を
大
い
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

６
番
目
に
、ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
連
携
の
強
化
で
す
。
今
現
在
、
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー
タ
ー
ア 

ク
ト
ク
ラ
ブ
等
の
ク
ラ
ブ
に
は
３
，２
１

３
名
と
い
う
、
非
常
に
大
き
な
若
い
力

が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
と
向
き
合
い
、
共

に
奉
仕
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
非
常
に

大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。 

７
番
目
に
ロ
ー
タ
リ
ー
賞
、
ガ
バ
ナ

ー
特
別
賞
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

８
番
目
に
国
際
大
会
へ
の
参
加
で
す
。

来
年
６
月
４
日
〜
８
日
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
変
良
い
と
こ

ろ
で
す
の
で
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
、
11
月
６
日
、
７
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
地
区
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

名
古
屋
錦
Ｒ
Ｃ
が
ホ
ス
ト
を
務
め
ま
す
。

こ
ち
ら
、
リ
ア
ル
開
催
に
向
け
調
整
中

で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

終
わ
り
に
、
皆
様
に
は
ゼ
ロ
バ
ッ
ジ

の
常
時
着
用
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
３
Ｒ
Ｃ
が
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
良
い
ク
ラ
ブ
に
な
り
ま
す
よ

う
、
そ
し
て
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

謝
辞
及
び
点
鐘
（
閉
会
） 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
会
長  

羽
田
野
道
明 

 

今
日
は
沓
名
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し

ま
し
て 

３
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
卓
話
を
い

た
だ
く
と
い
う
貴
重
な
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
人
類
が
直
面
し
て

お
り
ま
す
大
き
な
問
題
を
我
々
は
こ
れ

か
ら
ど
う
や
っ
て
捉
え
て
い
く
の
か
と

い
う
大
所
高
所
の
お
話
か
ら
、
本
年
度

の
地
区
の
運
営
に
あ
た
っ
て
ど
う
い
う

と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
個
々
具
体
的
に
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

お
話
を
十
分
に
取
り
入
れ
て
、
ク
ラ

ブ
の
中
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
日
は
沓
名
ガ
バ
ナ
ー

に
は
お
忙
し
い
中
私
共
の
た
め
に
時
間

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
  

ク
ラ
ブ
会
長
・
幹
事
懇
談
会 

同
日
11
時
25
分
よ
り
、
３
階
「
桃
の

間
」
に
て
、
沓
名
俊
裕
ガ
バ
ナ
ー
、
細
井

英
治
地
区
幹
事
、
本
間
育
子
地
区
事
務

長
を
お
迎
え
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
・

幹
事
出
席
の
も
と
、
懇
談
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

              
 

11
月
４
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

11
月
７
日
（
日
） 

地
区
大
会
（
第
２
日
目
） 

 

於 

名
古
屋
国
際
会
議
場  

本
会
議 : 

開
場
（
受
付
） 

９
時
30
分 

開
会
10
時
30
分  

閉
会
16
時
30
分 

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

川
島 

勇
基
・
内
藤 

 

明

近
藤
宏
一
郎 

 
 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 


